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ブドウ晩腐病における省力防除の研究

大　沼　幸　男・上　野　　　亘

（山形県鳥試　置賜分場）

1．ま　え　が　き

山形県におけるブドウ栽培品種の大半は，デラウェア

であり，その病害虫防除の主体は娩腐病対策にあてられ

ている。生育期の有機批素剤の散布は，晩腐病に卓効を

示したとはいえ，まだ完全防除は困難であり，晩腐病は

ブドウ病害虫防除の省力化をはばんできた。

1964年，山梨県果樹試験場にて．越冬源の胞子形成阻

止効果の高い休眠期防除法が明らかにされた。

筆者らは，1965年から1957年にわたり，娩腐病の休眠

期防除法を確立することと，この休眠期の防除方法を採

用することにより，生育期散布を省力化，合理化できな

いかを検討したので，これを報告する。

2．休眠期防除の確立

1．試験方法

Il）モソ乳剤による休眠期散布防除試験

赤湯町の一共防（14園）にて，各国を休眠期散布「宣，

無散布区に分け．4月17日にモソ乳剤200倍を一斉に散

布した。散布総合面積は1九α。生育期の殺菌剤散布は．

各国とも同一で9回（うちモソゼット加用ボルドー液2

回，その他は，ボルドー液）。調査は8月12日6園につ

いて，発病程度別におこなった。品種はデラウェアでジ

ベレリン処理果である。

t2）休眠期防除実用化試験

県内の各地で，モソ乳剤200倍，ソイルシソ乳剤200

の両薬剤を，A園は4月22日，B園は5月8日，C，D

園は5月6日に散布し，生育期の散布は任意にした。調

査は8月25日に巡回調査した。品種はデラウェアでジベ

レリン処理晃である。

は）休眠期防除薬剤の探索試験

デラウェアを用い，6薬剤について，1区140㌔1連

制で4月19日，10α当り200gを動力噴霧機で散布し

た。生育期は慣行散布で，5月13日～8月12日まで殺菌

第1表　モソ乳剤の休眠期散布による

晩腐病防除効果（1965）

第2表　休眠期散布による晩贋病防除効果（1965）

B：ポ／レド一波　M：モソゼット水和剤

剤を8回（モソゼット加用ボルドー液3回を含む）散布

している。調査は9月7日．晩腐病被害果および褐斑病

について調べた。

なお肌12），ははも程度別発病の調査基準は果樹等病

害虫発生予察要領に準じた。

2．試験結果

仙　モソ乳剤による休眠期散布防除試験
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第3表　各種薬剤の休眠期散布による病害防除効果（1966）

灰 人
目

＊　特殊展着剤0．3％加用。

第1表で示すように，モソ乳剤を休眠期に散布するこ

とにより，調査6国中4国で高い効果を示した。特に越

冬密度の高いA園において効果の差が顕著であった。

（2）休眠期防除実用化試験

第2表のとおりいずれの園においてもモソ乳剤の防除

効果は高く，ソイルシソ乳剤は劣った。C，D園では，

休眠期にモソ乳剤1回だけの散布が，生育期殺菌剤8回

（ボルドー液4回およびモソゼット水和剤4回）散布と

同等ないし優っていた。A，B園ではモソ乳剤の休眠期

散布に加えて生育期の殺菌散布を行なえば，さらに防除

効果が増大した。

（3）休眠期防除薬剤の探索

第3表のようにモソ乳剤と同成分のモソガレソ乳剤，

アルシソ乳剤，それにネオ7ソジソ液剤，モソサソ水和

剤などは晩腐病防除効果があるとみてよく，サイプレッ

クス乳剤および石灰硫黄合剤は効果がなかった。褐斑病

の防除効果は，サイプレックス乳剤が劣った以外は石灰

硫黄合剤と大差がなかった。

3．生育期散布の省力化

1．試験方法

tll　省力散布による防除試験

＼　　　　　散布月日
試験区　＼、＼、

4月17日 5月6日

休眠期にモソ乳剤を散布し，生育時の殺菌剤の散布回

数を5回にした場合の晩腐病などの防除効果をみた。デ

ラウェアを用い，1区15詳1連制。試験区および散布実

施日は下表のとおり，調査は9月8日，晩腐病，鎮痛，

褐斑病について行なった。

（21省力化散布体系による防除試験

晩腐病防除の対策を主とした第4表のような散布体系

を設定した。成熟期に採用する新農薬はボルドー液．モ

ソゼット以外の殺菌剤で，適用病害が広く，防除効果の

高いもので，果実の汚染，果粉の溶脱が少なく，残留毒性

が問題にならないものでなければならない。試験は，デ

ラウェアを用い1区15〝72連批　4月19日モソ乳剤200

倍，5月16日，6月17日，6月29日に8－6式～3－1

式ボルドー液，7月14日，7月28日，8月13日に次の薬

剤を散布した。ビスダイセソ800倍，IT－32961，000

倍，ポリオキシソ1，000倍乱　ダニコール1，000鼠　ポリ

ラムS800倍，メルクデラソ1，000倍．モソゼット2，000

倍（対照）を10α当り4qOゼを動力噴霧磯で散布した。

なお慣行区の石灰硫黄合剤は4月21日に散布し，生育期

は殺菌剤を8回（モソゼット加用ボルドー2回を含む）

散布している。調査は9月7日に晩腐病，疾病，褐斑

病，さらに果実の汚染，果粉の溶睨程度をしらべた。

6月7日 6月29日 7月9日 7月16日 8月6日

省　　力　　1 モソ乳剤 8－6B 8－6B 3－1B 3－1B 3－1B

省　　力　　2 モソ乳剤 8－6B ×2000M 3－1B ×2000M 3－1B

LS：石灰硫黄合剤　B：ボルドー液　M：モソゼット水和剤
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第4表　省力化による散布体系

収　穫　後 ボルドー液

（3I　省力防除の実用化試験

（2Iで好結果を得たIT－3296，ビスダイセソ，ポリオ

キシソについて一般栽培園での実用効果をみた。休眠期

には．いずれの園もモソ乳剤，石灰硫黄合剤を散布し．

生育期の散布は，A園でB（ボルドーの略）3回，M），

（モソゼットの咤）1回，B園では，B3回，C園では．
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B2乱M2回，D園では，B2回行なっている。成熟

期の供試薬剤は，A．B園IT－32961，500倍，C園ポ

リオキシソ1，000倍，D園ビスダイセソ800倍で2～3

回展蒼剤無加用で散布された。対照区はすべてボルドー

である。ジべレリソ処理果のため．A，B，C園は8月

8日，D園は8月17日に病害防除効果および果実の汚染，

果粉の溶脱について調査した。デラウェア普通物につい

ては未調査である。供試両線は1薬剤5～1．5α。

2．試験結果

田　省力散布による防除試験

第5表のように，どの区においても．休眠期防除効果

が高く，休眠期散布をとり入れて生育期散布を省力して

も，慣行1区と同程度の効果があり，従来の慣行2区を

卓越していた。生育期の梅雨時に，モソゼット，ボルド

ー液の組合せ散布は，より防除効果を高めた。しかし．

省力防除区は∴褐斑病の発病が多かった。

12）省力化散布体系による防除試験

試験結果を第6表に示す。有機批素乳剤の休眠期散布

を基にした晩席病の通年散布において，慣行散布区にく

らぺ，ボルドー液だけによる省力散布区はやや劣った

が，ボルドー液に替わり，成熟期にIT－3296，メルク

第　5　表　　省力散布による病害防除効果（1965）

第6　表　　省力化散布体系による防除効果（1966）

病

M叫‥モソ乳剤　LS．：石灰硫黄合剤　Bor．‥ボルドー液
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第　7　表　　省力防除の実用化試験（1967）
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ヂラソ，ポリオキシソ，ビスダイセソ等を使用すれば，

省力散布体系でも慣行散布と同等以上の効果が期待でき

る。特にIT－3296がすぐれていた。果実の汚染は，ボ

ルト液にくらペ，いずれの供託剤も少ないが，特にI

T－3296，ポリオキシソが優れていた。果粉の溶脱は，

ボルドー液以外の供試薬剤にめだった。ビスダイセソが

やや少なかった。薬害はモソゼットに認められ，2回の

散布で黄変落葉した。褐斑病は各供試薬剤間に大きな差

はなく，鋳病の自然発病が極めて少なかった。

l引　省力防除の実用化試験

防除効果はt21の試験で認められているので，果実の商

品的価値に調査の重点をおいた。果実の汚染は，との薬

剤も対照区にくらぺて少なくきれいであった。果粉の溶

脱は，ポリオキシソがやや目立ち，IT－3296もやや対

照区にくらべやや多い傾向がみられた。

4．考　　　　　察

キン乳剤による休眠期散布の防除法により，今まで困

難であった晩腐病の防除が容易になり，晩腐病防除を完

全化するとともに．生育期散布を合理化できる可能性が

示された。生育期以降の散布の省力化は散布体系を設定

し，散布回数の削減，薬剤調合に不利なボルドー液の排

除，これに変る商品価値を高め，残留毒性の問題になら

ない薬剤の採用などを試み，実用化に移せる段階に至っ

た。しかし，樹勢に悪影響せず，適用防除範囲が広く．

石灰硫黄合剤，ボルドー液と全面的に変る薬剤の開発，

および殺虫剤の合理的使用法の確立など，防除体系省力

化の余地は沢山残されている。


